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この資料は、２００５年１月２３日開催された第１０回常任理事会における、英語名称に係わる報告書として提出したものを、Web上に掲出するに当たり、個人情報、全体的見易さ等を勘案し一部修正、追加、削除等したものです。
特に、Certified  と　Accredited　に関する議論の部分を追加更新しました。

その他の追記事項は、本報告書の末尾に掲載しました。
本報告書のＱ＆Ａ集を別途作成してあります、あわせてご参照ください。
１．はじめに：
　本会の英語名称につき、検討を依頼していた最後のNative Speaker（英語を母国語と
する人、日本語は多少できる人）から、1月９日、返事（印刷物として書いてきてくれた
ものの説明を受けた）を得ましたので、このタイミングで総括的に状況報告します。
２．経緯：
 （１）理事会での報告
　  　 英語名称を決めるにつき、昨年１０月末日を以って会員の皆様からの一般公募を締め切
  　りました。提起された名称案や意見（別途議事録で出されているもの）をもとにして、
  　名称候補（Candidates)（後記）を用意し、４人のNative　Speakerから意見やAdvice

  　（助言）を求め、昨年１２月開催された第２回理事会にて一部報告いたしました。
  　同理事会での報告概要及びアクションに関しては、
　 　・候補名称（後記）は、いずれもどれが間違っているというものは無い。
　 　　それぞれ、すべて機能する（意味が通じる）。
　　 ・但し、Acronym(略号)の観点からは、どれも発音困難で、Terrible「ひどいもの」である、
　　 　との指摘が数人の外人からあった。 

 　　・このため、使いやすい、すなわち英語として話しやすいAcronym(略号)を考えて
　 　　もらうことを、（当時の時点で、すでに依頼してあることを）、理事会で紹介した。
 　　・このため、当日の理事会での暫定案の採決は延期願いたい、として提案し、了承を得た。
 　　・また、同理事会では、英語名称につき「考えるべきポイント」を一般の会員へ明示して
 　　　（翻訳して）状況報告及び意見を求めること、とされた。
 でした。
（２）検討依頼先のnative Speaker

  　　 名称案を作成、検討することに関して、直接的（会って依頼＆討議）、間接的に
  　（E-mailを送って検討依頼）コンタクトを取ったのは、４人の米国人でした。うち３人は
  　米国企業（コンピューターメーカー）に勤務、あとの一人はジャーナリストでした。
  　検討等の結果として、彼らがどれだけ親身になって考えてくれたか、また深く考えてくれた
  　かは、個々人によってだいぶバラツキがあった、との印象を得ています。
  　最も具体的な提案をしてくれたのは、日本に長年滞在していて、現職はフリーの
  　ジャーナリストの米国人です。http://www.caldwell.jp/　にHPがあり、このNative 

  　Speakerの活動等を知ることが出来ます。以下、TC氏と呼ぶことにします。
３．報告内容：
　　以下、英語名称及び名称の略号に関し、TC氏から受けた説明、及び、英語名称担当（佐藤）の見解を含めて報告とさせていただきます。
　　（１）英語名称及び略号
　　　　　 TC氏から提案を受けた英語名称および略号は、
　　　　“Certified and Accredited Meteorologists of Japan”

　　　　“CAM-J” 

　　　　　　（CAM-Jは「キャムジェイ」と発音します）
　　　　　　（CAM-Jは、CAMJでもC.A.M.J. のいずれの表記にても可）
　　　　です。
　　（２）名称検討の前提条件
　　　　TC氏へのNaming依頼に際しては、Q&Aを含めて、下記情報を事前に伝えてありました。
　　・本会の性格と事業の方向性（公益＆いずれは、法人組織となる可能性がある）、
　　・構成メンバーは日本国政府の行う試験を通りかつ登録を受けて気象予報士として認定されていること、
　　・会の構成人数は２０００人余で、全国規模の分布であること、
　　・天気・気象の予報を本職（Professional）としている・していない（non-Professional）の
　　　構成比率がおよそ１：２であること、
　　・英語名称を必要とする理由として海外へも事業活動を広げたいこと（国際親善、情報交換）、
　　・及び名称候補を８つ考えたがAcronymの観点からいいものがほしい、
　　・また名称を考えるべきポイント（後記）など、
　
　を伝えておきました。

　　　TC氏は大変親身になって（佐藤の在職していた（外資系コンピューター会社）時代の親友の
　　依頼である、という関係で）、本会の英語名称を考えてくれました。特に、Acronymに関しては、
　　彼らNative　Speakerにとって発音しやすいこと、及び日本人やその他の国々の人々にとっても
　　発音し易いこと。更に、（依頼はしなかったのですが、自発的に）インターネット上で「World 

　　wide的に殆ど使われていないこと」の調査を行ってくれました。そして、出来るだけ早期に
　　AcronymをPurchase（購入登録）すべきであるとの助言を得ました。彼の調査によれば、現時点
　　では、camj.jp,　camj.org, camj.net が未登録であるとのことです。それぞれ価格も調査して
　　もらいましたが、数千円～1万円以下のようです。
　　（３）議論のポイント
　　　　　本会の英語名称案決定のためのご意見において、いくつかの議論のポイントがありました。
　　　　とりわけ、議論が分かれていたポイント及びあまり議論されなかった点の合計４点に関し、
　　　　Native Speakerの提案、意見を踏まえ、英語名称担当の見解としてまとめます。
　　　　
　　１）　Weather Forecaster か、Meteorologist か、の議論：
　　　　気象庁が認定したのは、「気象学者や、気象庁や気象学会の世界」における専門家として　の「Weather Forecaster」の意味においてであります。大学や研究機関等で気象のモデルを作る人々は、Meteorologistであり、そのプロダクトを使う人々は（気象庁の予報部の人々、地方
　　気象台の予報官、そして、気象予報士）　すなわち、Weather forecaster であります。　
　　一方、一般社会、マスメディアの世界においても同じ単語が使われています。TVやラジオ、
　　書物などで気象の現象を解説する人々は、最近は（Weather reporterでなく）Meteorologist と
　　呼ばれるようになってきました。すなわち、２つの世界において、同音２義の用語が混在して
　　使われています。
　　　わが日本気象予報士会には、この２つの世界の人種が混在しています。このため、会の性格を、気象現象の予想に重きを置く事業を行うなら、”Weather forecaster” が適しているでしょう。
　一方、Weather reporter や　或いは（予報に限ることなく）気象の専門的知識を持って気象の解説、気象関連の事業・活動を行う場合には、Weather forecaster では範囲の狭い意味の用語となってしまいます。Meteorologist のほうがより広い範囲の活動を含んでいます。
　　いずれにするかは、本会の将来的な事業のあり方、会員の活動の方向性を勘案して、決めるべきであると思います。そこで、本会の構成メンバーの意識を見るとき、将来に渡って専門的予想事業を行う・行いたいであろう人々もいるし、また、Weather forecasting 以外の事業や活動をも行いたいと考えている人々もいること、或いは、親睦団体のままでよいとする意見も根強いと考えられる状況があることに鑑み、両者を包含する「Meteorologist」は、certified及びaccreditedを組み合わせかつ形容させて用いるとき、最も適した表現であると考えられます。
　　こうして出来る”CAMJ” には、Climate and Meteorology の意味を副次的に含ませる
　　（weather forecast にとどまらない）ことも出来るようになります。
　　なお、”certified Meteorologist” とした場合、「気象庁は広範な意味を含んでいるMeteorologist すべてをcertify したことになる、と考えられる」、とのご意見があります。このご意見は、必ずしも妥当とは考えられません。すなわち、たとえば、バラの花　rose と言う単語があります。 red rose とした場合、yellow, pink、white,…等多くの色があるrose のうちでred という色を限定して表現したいときにred rose とします。 このとき、roseはすべてred となってしまうでしょうか。この用法と類推からわかるように、certified and accredited の形容詞つきのMeteorologistは、　いろんな仕事をする（母集団としての）Meteorologist がいるけれども、certified & accredited された属性を有しているのだ、と言うことを限定して、或いは強調して、或いは差別化して、表現する・意味することになります。
　　２）　Societyか　Associationかの議論：
　　　CAMJなる名称には、「会」を意味する単語は入っていないが、名称をつけること、或いは名称をもつこと自体がひとつの組織の存在を暗示させるので、あえてSociety やAssociation をつけなくてもかまわない、と考えられます。そういえば、日本語名称の「日本気象予報士会」において、society　も　associationもいずれの意味も表現されてはいません。
　　更に言うならば、会の性格（societyの性格なのか、associationの性格なのか）を名称の中に入れて固定化してしまうよりも、先述の構成メンバーの性格としてWeather forecasterなのか、
　　Meteorologistなのか、及び保有する資格とスキルに関してcertified / accredited されたか、
　　されていないかを明示・強調したかたちでの、人の集合体として（すなわち、組織が前面に出る意識でなく、個人が前面にでる意識）の命名の仕方を考えると、いいと思います。
　　→ 次の用語、certifyの議論へも続く。
　　なお、Acronymを念頭において、たとえばJSAM（Japan Society of Accredited Meteorologists）などとすると既存の略号と競合します。略号が競合するような名称は採用困難です。勿論、Weather Forecasterを入れての名称も考えてもらいましたが、WとFが同時に入った略号は、いいものが出来ないようです。
　　３）　Certified &  & Accredited と言う用語についての議論：
　　　“Certified” と言う用語をつけなくても、“weather forecaster“　と言う言葉の中にcertifiedの意味の意味があるのだ、と言う外人もいます。一方、気象庁のHPを見ると、Certified Weather Forecaster　と出ています。気象庁のHPであるから、たいていの人は、気象庁がcertifyしたと思うでしょう。
　　一方、気象庁を離れて“certified weather forecaster” を独り立ちさせるとき、たとえば、自分の名詞に刷り込んで外国人に渡すとき、これ（だけ）では意味不明になるおそれがあります。即ち、certifyと言う単語が持つ意味の限界について考える必要があります。　”Certify” は、公的な機関が（政府だけとは限らない）それなりに“certify”したことを意味します。端的に言うならば、或る機関が自ら定めた登録要件・資格要件を満たしていることを認めていることを意味します。但し、certifyしたが、そのcertifyと言う用語は、スキルを公共のために使用可能とすることまで意味しているものではありません。オールマイィーではないのです。
この点を明示的に表現する単語が　”accredited” です。この単語は、政府の行う一定基準の試験をパスして、しかも「公共の用途」のために使えるスキル（資格）を行使できることの意味を含みます。　Native Speaker　にとって、”accredited” = “公認の公的使用可能なスキルあり”　の意識です。このため、気象業務法は、Certified と Accredited の２者の意味するところの消息を意識的に区別して、条文化しているものと考えられます。
　　（certify = 登録を受けたが、必ずしも公共のために使える、とはならないのです。）
　　得た資格を私的な人々を対象として使うなら、Accredited と言わなくてもいいでしょう。
　　日本人の発想にたっての和文英訳した直訳調のNaming でなくNative Speaker の発想にたってのNamingが必要であると思います。この観点から、Certified　及び　Accredited と言う用語の組み合わせは本会の構成メンバーが認証され、登録証を持ち、かつ専門的スキルを保有して公共のために資格を使える、と言う状況をよく表している、と考えられます。
　　４）Acronym(略号)に関して
　　　２００４年１２月の第２回理事会の時点で、下記４．（１）の名称が候補としてあげられておりました。どの候補も、「意味は通る」、とのNative Speaker の意見でした。しかしNative Speaker のごく日常的な意識・名称の使いかたでは、Acronym（略号）を用いて、相互のコミュニケーションを行っている（長い名称をいちいち述べることは避けたい、との意識が強い）。このAcronymの観点から、候補となったものを見るとき、terrible(ひどいしろもの)、とのFeeling ＆　Opinion が強かったです。本会の活動が国内だけを対象にして行くならいざ知らず、いずれ世界に向かって情報発信し、協力・貢献、協働していきたいとするならば、多くの
　　外国の人々にとってわかり易い・使い易い名称にする必要があります。
　　なお、Acronymを度外視して、候補となった名称群の中から選ぶとすれば、もっとも短いもの
　　（たとえば、#1とか#5）が良い、との意見もありました。
　　会員や理事の皆様からは、Acronym(略号)を必要とする、とのご意見はありましたが、具体的な議論には発展しませんでした。Weather Forecasterを含めたAcronymを創作することが困難であったため、と想像します。TC氏に会って名称の検討を依頼したとき、８つの候補を一通り見た後、１週間ほど時間をくれればいいものを考えるから、といってくれました。彼らNative Speakerの意識の中で、最善のものを作り出してくれることを期待して、出てきたものが、今回報告させて頂きますところの"CAMJ"です。
４．補足資料
　（１）昨年１２月時点の名称候補
　　＃１．　Japan Weather Forecasters Association               　   JWFA

　　＃２．　Japan Certified Weather Forecasters Association          JCWFA

　　＃３　　Japan Certified Meteorologists Association               JCMA

　　＃４．　Japan Association of Certified Meteorologists            JACM

　　＃５．　Japan Society of Certified Meteorologists                JSCM

　　＃６．　Japan Society of Certified Weather Forecasters           JSCWF 

　　＃７．　Japan Association of Certified Weather Forecasters       JACWF

　　＃８．　Certified Weather Forecasters Association of Japan       CWFAJ

（２）名称を考える場合のポイント：
　　　名称を考えるに際しては、何を重視すべきか、以下の事項をポイントと考えました。
　　　（Native Speaker には、これらのポイントを事前に伝えて検討してもらいました）
　　1.
Acronym（略号）
　　2.
Word (名称候補の構成要素としての単語、下記用語法と実質的には同じです)

　　3.
Usage of Words (certify, weather forecaster, meteorologist, society、association　
　　　　　　等の用語法、単語の使い方、その意味するところのこと)

　　4.
Order of Words (語順)

　　5.
Pronunciation (単語の連なりの長さから来る、発音の容易性、困難性)

　　6.
Smoothness（略語を含めて、Native Speakerにとっての発音のし易さ及び、受け入れ
られ易さ）

　　7.
Grammar (文法上の問題：複数形にする、しない等)

　　8.
First impression at hearing / reading（native Speakerが聞いたときの第一印象）
　　9.
Official Name（日本の政府機関はどういう用語を使っているか）
（３）関連情報
　　１）名称の競合
　　　　創作した名称が、すでに使われていると、Domain name やTrade mark として
　　　　同じ名称を使用できない場合があります。以下、１月９日時点の状況です。
　　・　camj.jp、camj.net、camj.org をGoogleで検索しましたが、ヒットありませんでした。
　　・  camj をGoogleで検索したところ約２２，０００ヒットありました。日本においては、
　　　　数件ヒットありました。

　　・  Googleで検索して見る限りは、「Trade mark」としての競合はなさそうです。
　　　　TC氏の話とも符号します。なお、今後、特許庁のデータベースと付き合わせる必要が
　　　　あるかも知れません。
　　２） 第２回理事会議事録
　　　　　昨年１２月開催の理事会に提出された英語名称に関する議案の参考資料として、
　　　　　当時の会員及び役員の皆様からの意見が添付されています。
　　　　（添付3 Engname1124.doc）
　　３）Native Speaker の意見等
　　　　　英語名称関にするNative Speaker４人の意見を掲載します。（カッコ内に所属等を示します）
　　　　　直接話した内容は以下には掲載していません。また、私信に類する内容や個人情報も了解を得たもの以外は、伏せた、或いは割愛しました。
　　　　■　P　氏の意見　（米国コンピューターメーカー)

　　　　　#1 - Would be my choice - the use of "certified" is unnecessary as if one is a 

　　　　　　　weather forecaster, it can be assumed that one is certified.

　　　　　　　As always simple is best. 

　　　　■　B 氏の意見　（米国コンピューターメーカー)

　　　　　　Most of the suggested candidate names seem pretty good. I looked at the

　　　　　acronyms (JWFA, JCWFA, JCMA......etc.) to see if they would help in

　　　　　deciding since here in the US all organization names are eventually

　　　　　known by their acronyms. That didn't help since none of them were

　　　　　pronounceable. I like #1 and #5 because they are shorter and sound good.

　　　　　But I think almost any of them would work.

　　　　■　T 氏の意見　(米国コンピューターメーカー)

　　　　　#1. Japan Weather Forecasters Association 

　　　　　　　I like this one the best -- it is not overly formal; it's easy to read, say, & remember
　　　　　#2. Japan Certified Weather Forecasters Association 

　　　　　　　a bit more formal than #1 -- use #2 if the group decides to emphasize the "certified" distinction. My second choice.
　　　　　#6. Japan Society of Certified Weather Forecasters

　　　　　　　Society connotes more of a social group; association sounds a bit more like a professional organization. OK to use "Society" if in fact the group is primarily social. 
　　　　　#7. Japan Association of Certified Weather Forecasters 

　　　　　　　essentially equivalent to #2 -- with less emphasis on the "certified" distinction
　　　　　#8. Certified Weather Forecasters Association of Japan. 

　　　　　　　essentially equivalent to #2 -- with the most emphasis on the "certified" distinction 

　　　　■　T.C 氏 の提案及び意見　(米国Journalist)

　　　　　Certified and Accredited Meteorologists of Japan

           Acronym　＝　C.A.M.J  or  CAMJ  or CAM-J　 Pronounced “Cam-Jay”

　　　　　Basic Points:

　　　　　- The name “CAM-J” is easy to remember and pronounce in Japanese

　　　　　and most other foreign languages.

　　　　　- The word “accredited” has a similar meaning to the word

　　　　　“certified” , but is somewhat different.  “Certified” means

　　　　　documentation has been issued by some official body.

　　　　　“Accreditation” implies that certain criteria of study and

　　　　　testing have been met and approved by a governing body. One can 

　　　　　sometimes be certified for something without have been trained

　　　　　or tested, and the name CAMJ clarifies the matter. The name also

　　　　　covers people who are not professionals, but are fully qualified.

          - Initial research indicates that the only organization of note 

     　　 that also uses the acronym is Consolidated African Mines Jersey

　　　　　Limited. A small UK-based consulting company also uses the name

　　　　　(and can be found at www.camj.com). Neither organization could

　　　　　be confused with CAMJ in Japan.

　　　　　- As of today(9 January 2005) the Internet domains CAMJ.JP,

　　　　　CAMJ.ORG, CAMJ.NET are available for purchase.  NOTE: It

　　　　　would be strongly recommended that the purchase of one or more 

　　　　　of these domains be done VERY soon.

　　　　　★　なお、TC氏によれば、「CAMJ」　には、英語としての意味は無い、との話しです。
 　 　　　また、この略号には、英語として意味が無いとしても、「CAMJ」の「CAM」は、
　　　　　　・Climate And Meteorology

　　　　　　　以外に、
　　　　　　・Camaraderie　（語源は、フランス語。良好な友情関係の意味）
　　　　　を連想させ、また、「Cam、機械部品としてのカム」、「Camera、写真機」といった良く
　　　　　使われている（下品でない、むしろややお堅いフィーリングをかもし出す）効果を
　　　　　抱かせる単語が、「音」として近くにあることも好都合であると気づきました。
　　　　　略号を広めようとするときに、正式名称以外の副次的な、或いは二次的な意味合いを話　　　しするときに、話し易いと思います。
以上

追記：　・２００５年３月４日、特許庁に「ＣＡＭＪ」なる文字を文字商標として登録出願しました。本会総会開催期日に先行して出願したのは、この文字を本会の商標として自由に使えるようにするための権利を留保するため、防御的な措置をとっておく必要がある、との判断に基づくものです。
・略称「ＣＡＭＪ」が、各国の言語において、不敬語、悪印象を与える用語、下品な用語等不都合は無いか否か、現地人(Native Speaker)に直接会って、聞き取り調査しました。

３月１１日までの時点で、（ＣＡＭＪの創作者である米国人は別として、）中国、韓国、オーストラリア　の３カ国の人々を対象としてのヒアリングでしたが、問題はありませんでした。　

